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教育委員会会議録

１ 開 会 令和６年６月５日 午前１０時

２ 閉 会 令和６年６月５日 午前１０時４５分

３ 教育委員会出席者

教育長 中川 斉史

委 員 島 隆寛

委 員 河野 曉

委 員 岡本 弘子

委 員 横田 賢二

４ 教育長及び委員以外の出席者

副 教 育 長 松本 光裕

教 育 次 長 海老名 正規

教 育 次 長 眞椙 秀也

教 育 創 生 課 長 藤坂 仁貴

教 育 政 策 課 長 内海 はやと

教 育 政 策 課 副 課 長 櫻木 大介
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［開 会］

教育長 定例会を開会する旨を告げる。

［議 事］

教育長 協議事項１を非公開として差し支えないかを各委員に諮る。

各委員 異議なし。

教育長 そのように取り計らうこととし、議事に入ることを告げる。

《協議事項２ 令和７年度徳島県立中学校及び徳島県立中等教育学校入学者選抜の基本方

針について》

教育長 説明を求める。

教育創生課長 内容等を説明する。

〈質 疑〉

横田委員：募集定員は７月の下旬に決められるということだが、前回の令和６年度入

学者選抜において定員が大幅に割れた学校があったと記憶している。それ

は、募集定員の設定に影響するか。

教育創生課長：現状を踏まえ検討していくが、大きな変更はないと考えている。

岡本委員：前回から大きな変更がないということが、問題ではないかと思う。全県か

ら行くことができる学校であるにもかかわらず、定員割れをするような学

校があるということは、基本方針を変えて募集をかけるとか、魅力をどう

アピールするかとか、あるいは、その学校の特色をどう出していくかを考

えていかなければならない。日程等については、変更なしでいいと思う。

もう７月であり、目の前に入試が近づいているので、小学校に対してどう

アピールしていくか、どういう教育活動をしていて、どういう学校の良い

点があるかということをＰＲしていかなければならないと思う。

教育創生課長：関係する小学校、及び各教育委員会を個別に訪問し、募集についての

説明を行っている。また、７月にオープンスクールを予定しているが、

昨年度は、オープンスクールから１０月の入試説明会の開催まで、期

間が長く空いたので、今年度については受検の意識が薄れないうちに

入試説明会を開催するなど、時期について見直しをして実施する。
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教育長 協議事項２を議案第１３号として付議してよいかを諮る。

各委員 異議なし。

教育長 議案第１３号を原案どおり決定してよいかを諮る。

各委員 異議なし。

教育長 議案第１３号を原案どおり決定する旨を告げる。

《報告事項１ 第１回通学区域制に関する有識者会議について》

教育長 報告を求める。

教育創生課長 内容等を報告する。

〈質 疑〉

島委員：私も資料に記載の意見のとおり、同じ点数を取っても住んでいる場所で行け

る学校が違ってくることは、なかなか説明しづらいと思っている。一方では、

高校の在り方で、地域の将来像に与える影響は大きいとも考えている。例え

ば、小松島市の中小企業・小規模企業振興会議において、商工会議所や経済

団体からの意見として、「将来のことを考えると、やっぱり、地元の高校に

特色ある学びがないといけない。通学区域がどうなるかではあるが、そもそ

も少子化が進んでいるので、魅力ある学校を作らないといけない。例えば、

特別進学クラスとかＳＴＥＡＭ教育に特化したクラスとか、そうしたものを

やるべきではないか。」ということを、その振興会議の中で挙げてはいるが、

具体的に実現する道筋がオープンになっていない。最終的には教育委員会が

決定するのだろうが、例えば、この地域のこの学校では、このような科が作

りたいということが、一度に提案できる会議があり、そこで優先順位をつけ

て実現をしていくというようなプロセスをオープンにすると、学校同士で、

提案を見ることができ、お互い切磋琢磨できる部分もあるのではないか。手

続きの仕方がしっかり構築できており、オープンになればよい。

岡本委員：私も島委員と同じ意見である。有識者会議の中での意見は賛否があるのも

理解でき、その結果については、待ちたいと思う。地域とのつながりでは、

学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）があるが、実際、どれだ

け進んでいるのか、どのような形で高校が関わっているのか、どんな教育

活動をしているのかなど、県として、やはり見えづらい状況であると感じ

る。得点だけで進学する学校を振り分けて、不本意な遠距離通学をする状

況を生み出すのではなく、遠くても行きたい学校があれば、県外からも来
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るわけである。やはり、子供たちが行きたいと思える学校となるように、

県として支援を行い、また指導も行っていくべきである。

［非公開］

《協議事項１ 令和６年度６月補正予算案について》

［閉 会］

教育長 本日の議事が全て終了したので閉会する旨を告げる。

閉 会 午前１０時４５分


